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日
本
共
産
党
大
阪
市
議
団

（
８
人
）
は
、
「
大
阪
都
」
構

想
を
先
取
り
し
て
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
削
減
や
負
担
増
を
す

す
め
る
橋
下
「
維
新
」
市
政

と
対
決
し
、
市
民
の
願
い
実

現
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
市
立
幼
稚
園
守
る

　
橋
下
徹
大
阪
市
長
は
「
市

政
改
革
プ
ラ
ン
」
に
も
と
づ

き
市
立
幼
稚
賜
金
5
9
国
の
廃

止
・
民
官
紀
を
う
ち
だ
し
ま

し
た
。

　
昨
年
且
月
末
の
大
阪
市
議

会
で
、
橋
下
市
長
が
杢
兄
幼

稚
園
の
廃
止
・
民
官
紀
計
画

の
第
１
期
と
し
て
提
案
し
た

1
9
賜
の
う
ち
1
4
賜
を
「
維

新
」
以
外
の
反
対
で
否
決

し
、
橋
下
「
改
革
」
に
大
き

大
阪
市
上

な
ノ
ー
を
突
き
つ
け
ま
し

た
。
党
議
員
団
の
議
会
論
戦

と
保
護
者
・
市
民
の
運
動
の

成
果
で
す
。

　
党
議
員
団
は
、
「
民
営
他

あ
り
き
で
公
的
責
任
を
放
棄

し
続
け
て
い
て
は
幼
児
教
育

の
充
実
は
あ
り
得
な
い
」
と

批
判
し
、
存
続
を
求
め
ま
し

た
。

　
こ
の
民
営
他
計
画
に
反
発

し
た
保
護
者
・
市
民
が
昨
年

１
月
か
ら
Ｈ
月
ま
で
で
2
4
万

¬

共
同
を
広
げ
、
維
新
政
治
を

退
場
さ
せ
よ
う
と
開
か
れ
た

党
大
阪
市
議
団
の
懇
談
会
＝

６
月
1
2
日
、
大
阪
市
役
所

５
７
８
０
人
も
の
計
画
撤
回

や
見
直
し
を
求
め
る
署
名
を

市
議
会
に
提
出
。
大
阪
市
学

校
園
教
職
負
担
金
も
地
域
で

「
幼
稚
園
大
好
き
」
集
会
の

開
催
や
宣
伝
に
取
り
組
み
、
　
に
、
他
会
派
の
議
員
か
ら
も

大
阪
市
労
組
な
ど
と
一
緒
に
　
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
カ
ッ
ト

ー
万
７
６
８
３
人
の
署
名
を
　
だ
」
と
批
判
が
出
る
な
ど
市

提
出
す
る
な
ど
運
動
を
広
げ
　
議
会
が
反
発
。
今
年
の
５
月

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
で
も
、
地
下
鉄
・
バ
ス
の

　
橋
下
市
長
は
今
年
の
５
月
　
民
官
紀
条
例
案
は
５
度
目
の

議
会
に
、
再
び
市
立
幼
稚
園
　
継
続
審
議
に
な
り
ま
し
た
。

1
4
園
を
廃
止
・
民
営
紀
す
る
　
　
　
「
も
っ
と
議
論
を
」
と
い

条
例
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
　
う
市
民
世
論
と
と
も
に
、

　
「
維
新
」
以
外
の
反
対
で
否
　
　
「
赤
バ
ス
」
の
存
続
を
求
め

決
（
２
度
目
）
し
ま
し
た
。
　
る
市
内
各
地
の
運
動
や
「
交

　
　
　
ヒ
　
午
　
。
　
　
　
通
権
の
確
立
・
大
阪
市
営
交

　
民
営
４
を
一
一
・
・
・
さ
ず
　
通
を
守
り
発
展
さ
せ
る
会
」
、
‘

　
市
営
地
下
鉄
・
バ
ス
の
民
　
　
「
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
」

官
紀
問
題
で
は
、
党
議
員
団
　
の
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
と
結

は
市
民
・
利
用
者
の
利
便
を
　
ん
だ
日
本
共
産
党
の
全
市
的

は
か
る
市
営
交
通
と
し
て
発
　
な
宣
伝
な
ど
も
大
き
な
力
に

展
さ
せ
る
よ
う
繰
り
返
し
議
　
な
っ
て
い
ま
す
。

会
で
主
張
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
ド
昏
の
見
を
応
爰

　
黒
字
の
地
下
鉄
の
必
要
性
　
丿
夕
　
衆
　
。
＋
１

の
な
い
民
官
紀
で
バ
ス
路
線
　
　
結
婚
歴
の
な
い
（
非
婚
）

は
大
幅
削
減
と
い
う
計
画
　
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
同
じ
ひ

」
と
対
決
、
願
い
実
現

と
り
親
世
帯
な
の
に
結
婚
歴

が
な
い
こ
と
で
寡
婦
（
夫
）

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
保
育

料
な
ど
を
1
0
万
円
か
ら
2
0
万

円
も
多
く
負
担
し
て
い
る
問

題
で
、
党
議
員
団
は
、
1
2
年

６
月
以
降
４
回
質
問
。
橋
下

市
長
か
ら
「
確
か
に
そ
れ
に

は
理
が
あ
る
」
「
勉
強
し
た

い
」
「
国
の
動
向
に
注
視
し

て
い
く
」
な
ど
の
答
弁
を
引

き
出
し
ま
し
た
。

　
党
議
員
団
の
市
民
運
動
と

結
ん
だ
議
会
論
戦
で
、
非
婚

の
ひ
と
り
親
世
帯
の
保
資
料

に
も
寡
婦
（
夫
）
控
除
を
1
4

年
か
ら
適
用
す
る
こ
と
に
な

り
、
非
婚
で
あ
っ
て
も
死
別

・
離
婚
に
よ
る
ひ
と
り
親
世

帯
と
同
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
市
民
の
運
動
と

連
携
し
た
党
議
員
団
の
粘
り

強
い
取
り
組
み
の
中
で
、
中

学
校
給
食
の
全
校
実
施
や
子

ど
も
医
療
費
助
成
の
中
学
校

卒
業
ま
で
の
拡
充
を
実
現
し

て
い
ま
す
。
　
（
つ
づ
く
）
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